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在宅医療連携推進委員会の現状と未来

江　角　小百合

は じ め に

　在宅医療連携を推進するための拠点病院として、
地域の医師、介護支援専門員等の多職種が連携できる
体制を構築し、地域における包括的かつ継続的な在宅
医療の提供を目的として2014年５月に設置された。委
員会のメンバーは院長、看護部長、訪問事業課長、保
健推進課長、情報管理課長、総務係長、地域連携係長
で構成されている。

活動の経緯

この委員会が設置された背景には、当院が2013年度
から３年間島根県の「在宅医療推進事業」のモデルと
なったことがきっかけであった。この事業は在宅医療
を提供する機関等を連携拠点として、地域の医師、歯
科医師、薬剤師、看護職員、介護支援専門員（ケアマ
ネージャー）などの多職種が連携して在宅医療の支援
体制を構築し、地域における包括的かつ継続的な在宅
医療の提供を目指すとともに、今後の在宅医療に関す
る施策の均てん化などに資することを目的に島根県下
で始まった。そこで院内での協議等進めていくために
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委員会を立ち上げ在宅医療推進のため色々な事業展開
を行ってきた。
主に多職種連携の課題に対する解決策の抽出、在宅
医療従事者の負担軽減の支援、効率的な医療提供のた
めの多職種連携、在宅医療に関する地域住民への普及
啓発、在宅医療に従事する人材育成などを協議してき
た（図１）。2016年からは病院から訪問診療も開始と
なり、在宅医療推進は確実にできていると考えている
（図２）。この委員会の位置づけは、在宅医療推進に関
する新たな事業の計画や協議が発生したときに開催す
ることとし、現在はワーキングで課題抽出や改善策を
協議している。

今後の展望

今後は、雲南圏域の診療所医師の高齢化や後継者不
足に対応するため、診療所医師のバックアップ体制を
構築するべきと考えている。また、医療を取り巻く環
境が激変する中、資源が少ない地域で在宅医療をどう
進めていくのか、この委員会が中心となり検討してゆ
きたい。
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図２　訪問診療件数の推移

図１　各診療所との在宅医療患者の
情報交換シート


